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御殿跡地に建つ、日本一小さい東照宮

木造瓦葺きの灯明台は、1、2階は和風、
3階は西洋となっている

御菜浦では、広大な漁場を占有すること
を許されていた

前列左から、さとうさん、佐藤さん、鈴木さん。後
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大神宮下駅

京成船橋駅

海老川

御成街道

船橋駅
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京成本線

京葉道路

JR総武線

不動院

船橋大神宮
（意富比神社）

船橋漁港

常盤神社
灯明台

東照宮

森田呉服店 主催：千葉県健康管理士会
　　  

協力：
ふなばし街歩きネットワーク


